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我
が
国
の
薬
学
分
野
の
人
材
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
我
が
国
の
薬
学
教
育
に
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
薬
学
系
大
学
の
数
と
定
員
は
、
平
成
十
三

年
度
、
四
十
六
大
学
、
八
千
十
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
二
十
七
年
度
は
、
七
十
三
大
学
、
一
万
三
千
三
十
四
名
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
一
・
五
倍
を
超
え
る
拡
大
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

薬
学
系
大
学
の
数
や
定
員
の
増
加
は
、
薬
学
分
野
の
専
門
知
識
を
習
得
す
る
者
の
増
加
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、

我
が
国
の
薬
学
分
野
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

薬
学
系
の
国
家
資
格
で
あ
る
薬
剤
師
の
国
家
試
験
で
は
、
実
施
年
度
や
大
学
に
よ
っ
て
そ
の
合
格
率
に
差
が
生
じ
て
い
る

現
状
が
あ
る
。
例
え
ば
、
平
成
二
十
八
年
二
月
に
実
施
さ
れ
た
第
百
一
回
薬
剤
師
国
家
試
験
の
大
学
別
の
合
格
率
を
見
る

と
、
最
高
で
九
十
八
・
七
％
、
最
低
で
四
十
四
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

�

実
施
年
度
や
大
学
に
よ
っ
て
、
合
格
率
に
差
が
生
じ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
、
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

�

現
在
の
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
今
後
、
薬
学
系
大
学
を
卒
業
し
な
が
ら
も
、
薬
剤
師
資
格
を
取
得
し
な
い
者
の
増
加
が
予

一



想
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
薬
学
の
専
門
知
識
を
習
得
し
た
人
材
を
、
薬
剤
師
以
外
の
分
野
で
活
用
す
る
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
る
が
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


